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の波長で示されることを 知 っ た｡ つぎに波長
600mFE,650'mFLにおける濃度透過率関係線を



















な大きさの板を訴製 し気乾状態にまで乾燥した後,2×2×4cm の二万 柾に仕上げ供試片 とし
た｡この試片をあらかじめ秤量 し,濃度1.0%,3.0%,4.9%のギ酸銅水溶液を前排気 60OmmHg
30分間,加圧 6kg/cm290分間の Bethell法によって加圧注入を行い,30分後軽 くぬぐい直
ち把O.05gまで秤量 し,注入前後の 重量 差をもって注入量 とした｡注入量の近い試片を選ん
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Table1.
､＼ -㌔_＼ Concentrationli⊆己,l.12,
































































分と反応する銅量を著 しく減少せしめて逆効果となっていることが考えられる｡ 反応温度 100
-120oCでは圧力の低い方が,また 60-80つCでは圧力の高い方が良い結果とな っ て い る｡
これは 100oC前後の熱処理ではあまり高い圧力を必要としないことを意味 し, 銅の結合反応
のためには 60-80cc前後の熱処理ではやや低いものと考えられる｡ この結果からして総 じて

























を細砕 し水 30cc を加え湯浴上で 60c 上′｢Fに加温 し8時間捜拝 した後,さらに16時間その
まま前置する抽出操作を6回 繰 返 した｡ 1回ごとに蒸溜水を取 り替えたため抽出液の総量は
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件は Table5中の No.7,8,14,16,19,21などである｡ ギ酸銅水溶液を注入した後単に
加熱することによってもギ酸銅は木材とある程度反応するもので,100oC前後の温度で16-24

















molicaloがギ酸銅処理木材に対して効 果 のないことを述べているが, この実 験で使用した
Poria uaParariaも Poria7rOicolaと同様酸生産菌で,この生産物の大部分がシュウ酸な
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(5)Heatingthecupperformate-treated woodscaused decomposition and
deteriorationofthewoodsubstancestodecreasethemechanicalstrength.The
efectwasparticularlyhigh by theheatingat150cc underdrystate.Heating
with steam underpressureshowedrelativelysmale打ect,anditissuggested
thatsteam-heatingatlC･0-1100Cunderslightlyhigherpressurehasnoslgnifcant
inauenceonthemechanicalpropertiesofthewoodsubstances.
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